
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 河合小学校 ）     学校番号 ０９４                               【様式】 
学 校 教 育 目 標 自分で考える子（知育）思いやりのある子（徳育）心も体もたくましい子（体育）協力し合う子（コミュニケーション）        

目 指 す 学 校 像 笑顔があふれる学校 きれいな学校 安全な学校 信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 「できた」「わかった」喜びを味わえる授業実践と確かな学力の定着 
２ 様々な体験活動や交流活動を通した豊かな心と健やかな体の育成 
３ 地域の教育力を生かし、地域・保護者と一体となって協働できる学校運営の推進 
４ 安全・安心な学校づくりに向け、設備・施設の適切な管理と児童の安全環境の整備 
５ 教職員一人ひとりが働きがいのある職場環境づくりと教職員の能力向上を図る研修の充実 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○令和６年度全国学力・学習状況調査では、国語

は全国平均とほぼ同様、算数は平均をやや下回
る結果である。思考・判断・表現の部分がやや

低い結果である。 

○日頃の学習の様子から、基礎的・基本的な事項

が身についていない児童が多い。 

〈課題〉 

○学習状況調査の結果分析より、国語は「話す・

聞く」「書く」力、記述により自分の考えを表

現する力、算数は基礎基本の中で「数と計算」

の力の向上が必要である。 

○国語や算数において、基礎的・基本的事項を確

実に身に付けていくことが課題である。 

「できた」「わ

かった」喜び

を味わえる授

業実践 

 

 

 

①スタディサプリ、ドリルパークの活用や
朝学習の充実により、個別最適な学習ス
タイルを進める。 

②児童の学力を向上させるために教科担任
制を全学年で実施し、系統性を踏まえた
指導や多様な学びを実現する。 

③算数の授業を中心に教員を複数配置し、

少人数指導または個別指導を実施する。 

①スタディサプリ・ドリルパークを各単元で 

1回以上利用できたか。 

②家庭学習を各学年で継続し、定着すること

ができたか。 

③算数科における少人数指導、ティームティ

ーチングを実施し、学習状況調査での知

識・技能に関する正答率が７０％以上とな

ったか。 

 

 

 

  
自ら学ぶ意欲の

育成 

①自分で学習する習慣を身に付けさせるた
めに発達段階に応じて、家庭学習の行い
方を定着させる。 

②ICT の効果的な活用により、個別最適な
学びと協働的な学びを両輪とした授業展
開を実現させる。 

③自己有用感を育むために、ほめ、認め、
励ます指導を行う。 

①児童アンケート「家庭学習について」項目

のＢ評価が２０％台に下がったか。 

②年間に 1 回以上、タブレット端末を使った

授業を公開したか。 
 

③保護者アンケート「児童の悩みやトラブル

に適切に対応しているか」項目のＡ評価が

６０％になったか。 
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〈現状〉 

○単学級でクラス替えがないために普段の人間関
係は変化がなく、自分の状況が変わらないまま

それが普通に感じている。 

<課題> 

○固定化された人間関係の中で生活しているた

め、様々な人と関われる機会を作りたい。 

○今年度は特別支援学級が設置されたため、学校

としての支援体制や交流活動体制の確立と特別

な配慮を要する児童へのさらなる個別支援・個

に応じた指導が必要である。 

豊かな心の育成 

 

 

①規律ある態度を育成するため「心を潤す
4 つの言葉・心を元気にする 4 つの言
葉」を意識させる。 

②児童同士の深いかかわりを構築するた
め、縦割り活動を集会以外でも清掃等
様々な場面で機能させて実施する。 

③他者尊重の気持ちを醸成するために、支
援学級児童と交流する機会を設けたり、
フレンドリータイムを実施したりする。 

④命の大切さや豊かな心の醸成のため、花
や生き物とふれあう活動を取り入れる。 

①児童アンケート「友達を思いやり、仲よく

助け合っている」項目の肯定的評価が８

５％以上であるか。 

②縦割り清掃を 1 年間計画的に実施できた

か。実施率９０％以上 

 

③縦割り活動（フレンドリータイム）を月に 

1回実施できたか。 

 

④季節ごとに校内の花草が植え替えられてい

るか。 

   

  

健やかな体の育

成 

 

①健やかな体を育成するために、わんぱく
タイム、フリータイムを実施する。 

②健康な体と心を育むため、食育や保健教
育を充実させる。 

①わんぱくタイムを年間計画通りに実施でき

たか。 

②食育に関する取組を年 3 回、また学校保健

委員会の開催と動画配信が実施できたか。 
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<現状> 
○学校運営協議会において、熟議により本校の重点指
導項目（あいさつの励行、規範意識の醸成等）を共
有し、本年度の学校経営方針に取り入れた。また、
熟議もテーマを継続して話し合いを続けている。 

<課題> 
○学校運営協議会で共有したテーマを地域・家庭等に
周知し、協働的な取組を実施する。 

○学校・地域・家庭の意見をバランスよく取り入れ、
熟議を行っていく。 

地域・保護者と

一体となった

学校 

 

 

①熟議を元に協働活動を行うために委員を
再考し、運営協議会を年 3 回開催する。 

②学校だより等をＨＰやスクリレへの配信
により確実な情報共有を行う。行事の直
接公開、動画や写真などでの公開を含め
積極的な情報発信をする。 

①学校運営協議会を年間 3 回実施し、協働的

な活動を決めることができたか。 

②スクリレによる手紙配信を 95%以上行えた

か。 
   

  

地域の教育資源

を生かした教

育活動の推進 

①米作り体験、自然観察など地域での体験
学習を行い、郷土を愛する心を育む。 

②児童の学習効果を高めるため、学習ボラ
ンティアを活用する。 

①地域での体験活動を計画通りに実施できた

か。 

②学習ボランティアを 2回以上募集したか。 
   

4 

〈現状〉 

○保護者による学校評価で「学校は児童の事故防

止に努め、施設・設備の安全に配慮している」

で肯定的回答が、87%であった。 
○児童の通学路は、交通量が多いうえに幅が細い

歩道も多く、危険な場所を登下校している。 

<課題> 

○施設・設備の老朽化が進んでいるため、計画的

な修繕・保守が必要である。 

○関係機関等への要望をあげ、連携して安全対策

を行っていく必要がある。 

設備・施設の適

切な管理 

 

 

 

 

①計画的な予算執行と予算執行状況確認をす

る。 

②安全点検の確実な実施と修繕等の即時対応

により施設の維持管理をする。 

 

③きれいな学校の実現のため、清掃活動を充

実させ、廊下、教室、職員室内の整理整頓

を行う。 

 

①月に１回以上予算執行状況を確認できた

か。 

②学校評価（保護者）「学校では～施設・設

備の安全に配慮している」項目のＡ評価の

割合が 60％以上となったか。 

③教職員による評価「清掃活動を徹底し、清

潔で整頓された教育環境を維持している」

項目のＡ評価の割合が 70％以上となった

か。 

   

  

児童の安全環境

の整備 

 

①家庭・地域からの要望を受け、関係機

関との連携によって、通学路の安全対

策を進める。 

①要望した通学路の安全対策を 2 か所以上実

現する。 
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<現状> 
○教職員一人ひとりが ICT を研修、活用し業務の
効率化ができるようになると共に授業でいかせ
るようになってきた。 

○日課や学校行事の見直しを行ってきたことで、
ゆとりをもった教育活動を計画できている。 

<課題> 
○教職員数が少なく、一人ひとりが担当する校務

分掌の数が多い、更なる業務効率化を行い、教

材研究の時間を確保し、児童の学力向上へとつ

なげていくことが課題である。 

教職員の指導力

向上 

 

 

①「学びの指標」を意識した授業を実施し、

一人ひとりに目標を設定させる。 

②河合小スタンダードにより、共通行動によ

る全職員による共通指導を行う。 
③個別最適な学びによる研究授業を１人 1 回

行うため、ICT活用研修を実施する。 

①学びの指標の数値が 1回目より 2回目の方が

数値のあがる教職員が 60%以上いたか。 

②生徒指導委員会を毎月実施し、情報共有を

行えたか。 

③年間に 3回以上、ICT活用についての校内研

修を実施できたか。 

 

 

 

  働き方改革 

 

 

 

 
 

①教職員間の風通しの良い人間関係を醸成す

る。 

②人事評価面談や人事調書提出時にキャリアア

ップについて話し合う。 

③時間を意識した業務を行えるようにするた

め、校務の効率化を図ると共に時間外在校時

間を毎月周知する。 

①教職員アンケート「共通理解・共通行動」項

目のＡ評価が６０％以上になったか。 

②自己評価面談や人事調書提出時に今後のキャ

リアについて職員に話ができたか。 

③時間外在校時間 45 時間以下の職員を全体の

６０％以上にできたか。 
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